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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
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【公開番号】特開2007-304597(P2007-304597A)
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【年通号数】公開・登録公報2007-045
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 103/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/02    　　　Ｃ
   Ｆ２１Ｓ   1/00    　　　Ｅ
   Ｆ２１Ｖ   5/04    ６００　
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｆ２１Ｙ 103:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、前記光源の前方に位置した光学板とを含み、
　前記光学板は、本体板と、前記光源と反対方向に向かう前記本体板の第１面に形成され
ており、それぞれ第１方向に延長されており、前記第１方向と交差する第２方向に並んで
配置されている複数のレンズパターンとを含み、
　前記横断面の底辺の両端と前記横断面の頂点は二等辺三角形をなし、
　前記二等辺三角形の高さは底辺長さの４０％～４５％であることを特徴とするバックラ
イトアセンブリー。
【請求項２】
　前記レンズパターンの横断面は長半径／短半径が１．６５～１．７５の楕円の一部であ
ることを特徴とする、請求項１に記載のバックライトアセンブリー。
【請求項３】
　前記光源と対向する前記本体板の第２面にはエンボスパターンが形成されていることを
特徴とする、請求項２に記載のバックライトアセンブリー。
【請求項４】
　前記光源は前記第２方向に並んで配置されており、それぞれ前記第１方向に長く延長さ
れている複数のランプを含むことを特徴とする、請求項２に記載のバックライトアセンブ
リー。
【請求項５】
　液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルの後方に位置する光源と、前記液晶表示パネル
と前記光源の間に位置する光学板とを含み、
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　前記光学板は、本体板と、前記液晶表示パネルに向かう前記本体板の第１面に形成され
ており、それぞれ第１方向に延長されており、前記第１方向と交差する第２方向に並んで
配置されている複数のレンズパターンとを含み、
　前記横断面の底辺の両端と前記横断面の頂点は二等辺三角形をなし、
　前記二等辺三角形の底角は３８度～４４度であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　前記レンズパターンの横断面は長半径／短半径が１．６５～１．７５の楕円の一部であ
ることを特徴とする、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記光源は前記第２方向に並んで配置されており、それぞれ前記第１方向に長く延長さ
れている複数のランプを含むことを特徴とする、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記光源に向かう前記本体板の第２面にはエンボスパターンが形成されていることを特
徴とする、請求項７に記載の液晶表示装置。
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